
令和２年度 市民提案型協働事業
を紹介します

　市民提案型協働事業は、市と市民活動団体が協力して地域の課題を解決するための取組です。今年度はコロ
ナ禍に対応した事業の追加募集も行い、19件の事業を採択。活動資金の補助などの支援を行っています。こ
れまでになかった地域課題の解決や、住民ニーズの高度化・多様化が進む中、市民活動団体には新たな公的
サービスの担い手としての役割が期待されています。

　子どもたちにふるさとの魅力を知ってもらうため、
「小郡子ども歴史博士」の育成をめざし、フィールドワー
クを中心に活動しています。七夕に関するお店へのイン
タビューや七夕神社についての学習の成果を小学校に掲
示したり、防災士によるクイズを交えた防災講演会を実
施したりして、楽しみながら知識を身につけられるよう
工夫して活動しています。

つこっコ探検隊

おごおりこどもひろば
土曜日や長期休暇中を中心に、子
どもたちが安心して過ごせる居場
所づくりを行っています。地域の
大人による子どもたちの見守りが、
保護者の安心な暮らしにもつな
がっています。

寺子屋
平日の放課後と長期休暇中の子ど
もの見守り事業を行っています。
学校や家庭以外の居場所となるよ
う多世代や地域の大人の関わりの
中でさまざまな体験事業を展開し
ています。

元気塾
「生きる基本は食です。食は〝愛〞
です」をテーマに、食事の提供を
とおして、子どもたちに安心や温
もりを感じてもらう場を提供して
います。毎週金曜、生涯学習セン
ターで実施中です。

団地高齢者　元気イキイキクラブ
高齢者が生き生きと元気に暮らせ
る団地づくりをめざして、月１回
程度、団地内で脳活や交流をとお
した健康と生きがいを保つ場をつ
くっています。

なごみの会
孤立しがちな高齢者の居場所づく
りとして、一緒に朝ご飯を食べる
事業を行っています。交流と食事
を通じて、高齢者が元気に過ごせ
る地域づくりをめざしています。

手芸ボランティアねこの手
古布や着物を使った手芸やリフォ
ームをとおして、引きこもりがち
な高齢者の生きがいと交流の場を
作っています。身近な公民館など
での出張ワークショップも計画し
ています。

子どもの居場所づくり

高齢者に寄り添う

さまざまな交流

あっとほーむ
みんなの実家のような地域社会
づくりをめざして、障がいのあ
る子どもをもつ家族と地域をつ
なぐ参加型講座や学習会を実施
しています。

ふぃれーる
コロナ禍で生じた子育て世代の困り
ごとの解決につながる講座や交流会
を開催。現在は、賢く生活するため
のマネー講座など、暮らしに役立つ
テーマの事業を企画しています。

NPO法人ウェルフェアみくに野
介護に追われ、自分の時間を持て
ない介護家族のリフレッシュの場
となるサロン「トワエ☆モア」を
実施し、ケアする人をケアする取
組を実践しています。

問コミュニティ推進課コミュニティ推進係☎72-2111

市民ならではの発想力

行政では手が届かない

地域に根差した活動
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　小郡市主催のまちづくり講座「小郡魅力化計
画」の卒業生が中心となって結成した団体で、
まちおこしを通じた地域振興をめざしています。
　今回、小郡の「農」をテーマにフォトコンテス
ト「おごおりスマイル」を開催。小郡の基幹産業
である農業について、改めて市民の皆さんに
知ってもらい、地産地消を推進していきます。 応募締切

10月31日（土）

From おごおり

踊る隣組
子どもから大人まで多様な世代で構成された団体で、
地域の敬老会や福祉事業所などを訪問し、踊りと歌
で地域社会に元気と笑顔を届ける事業を行っていま
す。

小郡市ボランティア協議会
福祉事業所などを訪問していたボランティア団体が、
コロナ禍以前のような活動を再開するためのお手伝
いをしています。感染予防対策を講じるとともに、
ウェブ会議などのリモートツールの勉強会に挑戦し
ます。

NPO法人さくらねこサポートOGORI
これ以上不幸な猫を増やさないため、TNR（野良猫の
繁殖を防ぐ活動）のサポートや啓発事業、保護猫の
譲渡会を行っています。地域のさまざまな事業者と
つながり、協力を得ながら活動の輪を広げています。

Pine tree garden 松崎花壇部
小郡市内を花と緑で美しく彩る「花守りびと」養成事
業を行います。花やガーデニングのほか、花を活か
す技術を学ぶ講座を通じた参加者同士のコミュニ
ティづくりもめざします。（P12「まちの話題」も参
照）

豊かな地域をめざして

体験を大切に

花立山　芋っ子隊
家族や親子で参加できる芋ほり体
験事業を実施しています。自粛
ムードの中で、子どもたちに不足
する土いじりなどの体験を提供し
ながら、メンバー間の交流も深め
ています。

のぞみ小 20th未来ProjectTeam
コロナ禍で子どもたちの活動機会
が失われる状況に地域の大人が立
ち上がりました。子どもたち自身
が企画・実施するイベントづくり
を大人がサポートし、みんなの思
い出をつくる事業です。

のぞみ・いきいきアンビシャス広場
コロナ禍でも子どもの体験の機会
を作るため、「やってみよう」を
テーマにスイーツづくりや火おこ
しなど、さまざまな動画を作成し、
YouTubeで配信しています。

　地域の高齢者や多世代へ耳を傾け、気持ちを理解し共感す
る傾聴活動を行うため、施設の訪問や傾聴カフェを開催し、
傾聴の浸透や地域との連携を深めていきます。
　コロナ禍で直接会うことが難しい状況でも、ウェブ上での
傾聴を実現するためにリモート部を立ち上げ、勉強会を行っ
ています。現在では会員間で教え合うなど、団体全体のレベ
ルアップをめざしています。

傾聴ボランティアでんでん虫

これらの市民活動が、皆さんの抱える課題や困りごとなどを解決するためのヒントになるかもし
れません。活動や掲載団体に興味がある人は、コミュニティ推進課までお問い合わせください。

コミュニティ推進課　佐藤さん

フォトコンテスト
「おごおりスマイル」
応募はコチラ⬇

3 広報おごおり   R２・10・１


	広報R0210_02
	広報R0210_03

